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施策16）　管路の新設・更新等による相互融通体制の構築と管路の強靭化 50,837,255千円

・平常時の効率的な配水運用を可能にし、さらに災害発生時などの非常時にも安定した給水を確
保し、災害による影響（断水）を最小化することを目的として、浄水場水系間で相互融通体制を
構築する連絡管等の整備を進め、バックアップ機能の強化を図ります。

№29　管路整備計画の推進
№30　基幹浄水場連絡管整備事業 主要事業

№31　重要給水施設配水管整備事業 主要事業

№32　老朽管更新事業 主要事業

№33　管路新設事業

【基幹浄水場連絡管整備事業】

凡　例 令和4年度～令和10年度の整備予定箇所 整備済箇所 その他重要幹線

常磐地区

勿来配水池

上野原浄水場

中央台地区

小名浜地区

中央台ポンプ場

平浄水場田代配水池

泉浄水場

山玉浄水場

法田ポンプ場

泉配水池

小名浜配水池

平第1・第2配水池
平ポンプ場

平・上野原水系幹線

連絡菅

平・鹿島水系幹線

連絡菅

鹿島・常磐水系幹線

連絡菅

相互融通に係る基幹配水池

上野原配水池

図78　基幹浄水場連絡管整備事業のイメージ

表56　基幹浄水場連絡管整備事業のスケジュールと効果

整備幹線名等
平・上野原水系幹線

平第２配水池

平ポンプ場

平・鹿島水系幹線

鹿島・常磐水系幹線

中部配水池

平成15年度～平成20年度

平成23年度～平成27年度

平成23年度～平成27年度

平成15年度～令和2年度

平成28年度～令和10年度

令和６年度～令和10年度

平浄水場から上野原浄水場水系へのバックアップ

平配水池の適正容量確保、耐震化、各水系へのバックアップ

各水系へのバックアップ

平浄水場から小名浜配水池水系へのバックアップ

平浄水場から泉浄水場水系へのバックアップ

各水系へのバックアップ

実施時期 事業効果

中部配水池

法田配水池

第７章　取り組む施策と事業

表57　重要給水施設の優先順位

表58　既整備済み施設一覧
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図79　重要給水施設配水管整備事業のイメージ

・本市では、災害時においても救急医療機関等の重要な給水施設（重要給水施設）への確実な給水
を確保するため、平成28（2016）年５月に「水道施設耐震化計画（重要給水施設配水管）」（現「重
要給水施設配水管整備計画」令和４（2022）年1月に名称変更）を策定し、耐震化された配水池か
ら重要給水施設までの管路の耐震化を推進しており、これまで、対象となる66施設のうち14施
設（令和３（2021）年度完了予定を含む。）への整備が完了しており、今後も災害時に重要給水施
設への優先的な給水を確保するため、「重要給水施設配水管整備計画」に基づき、対象管路の耐震
化を進めます。
　なお、対象施設は、「水道局地震災害対応マニュアル」に記載された優先給水施設のうち、重要
度や緊急性を考慮し、表 57のとおり設定しています。

【重要給水施設配水管整備事業】

病　院

給水区域

重要給水施設配水管

浄水場

災害時は
バルブ閉

優先順位

1-1
・第３次救急医療機関
・第２次救急医療機関（告示病院）
・人工透析病院

2 ・公共施設
・福祉避難所

1-2 ・第２次救急医療機関（救急協力病院）
1-3 ・第２次救急医療機関（病院群輪番制）

・３次
・２次告示
・透析

・公共
・福祉

・２次協力
・２次輪番

15

42

66

4
5

施設の種類 略称 対象施設数

計

地区

平

小名浜

常磐
内郷

久之浜

川前

松村総合病院
ニュータウン腎・内科クリニック
松尾病院
福島県立平支援学校
中央台市民サービスセンター
平消防署 中央台分遣所
かしま病院
小名浜消防署 江名分遣所
ときわ会常磐病院
かもめクリニック
福島県いわき海浜自然の家
久之浜・大久支所
川前支所
平消防署 川前分遣所

２次告示
透析
透析
福祉
公共
公共

２次告示・透析
公共

２次告示・透析
透析
福祉
公共
公共
公共

H30年度
H29年度以前
R３年度（予定）
H29年度以前
H29年度以前
H29年度以前
R１年度

H29年度以前
R３年度（予定）
H29年度以前
H29年度以前
H29年度以前
H29年度以前
H29年度以前

施設名 施設の種類 完了年度

配水池
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表59　重要給水施設配水管整備事業の整備完了予定年度
区　分 R4 R5 R6 R7 R8

救急医療機
関等

公共施設・
福祉避難所

・いわき市医療センター
  【３次・透析：内郷】
・大河内記念病院
  【２次輪番：内郷】
・いわき泌尿器科
  【透析：内郷】

３施設 4施設 1施設 2施設 4施設

2施設 3施設 5施設 3施設

・ゆうクリニック
  【透析：勿来】
・（新）松尾病院
  【２次輪番：平】
・櫛田病院
  【２次輪番：勿来】
・須田医院
  【２次協力：内郷】

・小名浜生協病院
  【２次輪番：小名浜】

・いわき湯本病院
  【２次輪番：常磐】
・磐城中央病院
  【２次協力・透析：小
    名浜】

・富岡クリニック
  【透析：小名浜】
・中村病院
  【２次協力：小名浜】
・なこそ病院
  【２次協力：勿来】
・こうじま慈愛病院
  【２次輪番：勿来】

・いわきゆったり館
  【福祉：常磐】
・いわき南警察署
  【公共：勿来】

・福島県立いわき支
  援学校
  【福祉：平】
・いわきサン・アビリ
  ティーズ
  【福祉：常磐】
・いわき東警察署
  【公共：小名浜】

・内郷公民館
  【福祉：内郷】
・勿来支所
  【公共：勿来】
・勿来消防署
  【公共：勿来】
・内郷支所
  【公共：内郷】
・内郷消防署
  【公共：内郷】

・いわき市障害者生活
  介護センター
  【福祉：内郷】
・小名浜支所
  【公共：小名浜】
・いわき市総合保健福
  祉センター
  【公共：内郷】

施 

設 

名

区　分 R9 R10 R11 R12 R13

救急医療機
関等

公共施設・
福祉避難所

1施設 2施設

1施設 1施設 1施設 3施設

・呉羽総合病院
  【２次告示：勿来】

・おなはま腎・泌尿
  器科クリニック
  【透析：小名浜】
・石井脳神経外科・
  眼科病院
  【２次協力：小名浜】

・南部アリーナ
【福祉：勿来】

・いわき市役所
  （本庁舎）
  【公共：平】

・福島県いわき合同
  庁舎
  【公共：平】

・いわき市消防本部
  （平消防署）
  【公共：平】
・国土交通省磐城国
  道事務所
  【公共：平】
・いわき中央警察署
  【公共：内郷】

施 

設 

名
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（左：老朽管の状況、右：耐震管布設の様子）
図79　老朽管更新の様子

・管路は、装置産業と言われる水道事業において、水道施設の大部分を占めており、管路の老朽化
による更新需要の増加は、事業経営に大きな影響を及ぼすこととなります。そのため、「水道施設
総合整備計画（管路整備計画）」において国や他事業体の動向、本市での実績等を勘案し新たな更新
基準として設定した「標準使用年数」や重要度に応じて設定した「延長使用年数」に基づき、100年
更新サイクルを目指し、管路の年間更新率1.0％（約23km）を目標に管路の更新を行います。
・管路の更新に当たっては、更新による耐震化を基本として、新設や更新する際に耐震性の高い管
種を採用することにより、すべての管路の耐震化を進めます。

【老朽管更新事業】

事業№ 事業費事　業　名
№29 0 千円管路整備計画の推進
№30 4,324,085 千円基幹浄水場連絡管整備事業
№31 3,539,047 千円重要給水施設配水管整備事業
№32 42,273,467 千円老朽管更新事業
№33 700,656 千円管路新設事業
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